
 

 

『わたしの良い子』寺地はるな/著 中央公論新社 

 本を読み終わった後で、心がふっと軽くなるような経験をすることがたまにあります。読後感

が良い本は、時間をおいてはまた繰り返し読みたくなるものです。今回紹介する寺地はるなさん

の書かれた『わたしの良い子』もそんな本の一冊です。 

出奔した妹の子ども、朔を預かり育てることとなった主人公の椿。周りの子とちょっと違う朔

に戸惑っていた椿も一緒に過ごす時間が長くなるにつれて、自分自身の価値観を見つめ直して

いきます。 

「良い子」という表現を大人は使うことがありますが、そもそも「良い子」とはなんでしょ

う？作中で椿も、世間一般でいう良い子の物差しの中で、朔と接していたことに気付いていきま

す。作品全体を通して、2 人の関係性を中心に周りの登場人物たちが絡んでいく中で、ゆっくり

と物語は進んでいきます。 

寺地はるなさん作品にまだ触れたことのない人にも是非おすすめしたい一冊です。 
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2023 年 6 月・7 月 

 

  
こども映画会 午前 10時 45分～開場 午前 11時～開演 

6 月 11日（日）（ドキュメンタリー）36分 

『新・恐竜大進撃』 
 

6 月 18日（日）（アニメ）24分 

『日本の昔ばなし（町のねずみと田舎のねずみ他）』 

 

市民映画会  午後１時 30分～開場 午後２時～開演 

6 月 11日（日）104分（アメリカ） 

『有頂天時代（スイング・タイム）』1936 年  
 

6 月 18日（日）87分（日本） 

『独眼竜政宗』1959 年 

 

おはなし会 毎月第 1・3土曜日 午前 10時 30分～ 

6 月 3日   6月 17日 

7 月 1日   7月 15日 

 

※映画会は当日先着順です 

※おはなし会は申込不要です  

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 15 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

日 月 火 水 木 金 土 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

15 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

※〇の付いている日が休館日です。 

※土日祝日は午後５時までの開館です。 

 

 

≪発行≫所沢図書館所沢分館 

指定管理者：株式会社ヴィアックス 

所沢市元町 27‐1 ☎04-2923-1243 

 



 

 

所沢分館 2階のカウンター横のラッ

クで配布している冊子「さんとく～知

っ得！読ん得？調べ得！」をご存じで

しょうか。 

「さんとく」は所沢図書館で独自に作

成したパスファインダーです。 

パスファインダーとは、あるテーマに

関する資料や情報を探すための手順を

まとめたものです。現在 31号まで発

行しています。毎年 3テーマが新し

く作成されています。2022年は、

「昆虫を調べる」「古生物を調べる」

「こころの病気」が追加されました。 

6月 1日（木）～27 日（火）まで、エレベーター近くの長机で 

「ディスカヴァーブック・文学関連書」の展示を行います。 

2019年から 2023年の 5年間に出版された文学関連の図書の中から 

図書館員がおすすめしたい本に、ポップをつけて展示をしています。 

ぜひ、読んでみてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『雨かんむり漢字読本』 

円満字二郎/著 草思社 

雨は古来より人々の上に振り続け、人々

の営みには欠かせないものでした。故に、

雨かんむりの付く漢字とは、漢字の成り立

ちを知りうるには格好の字なのです。 

「晴れ」という意味を持つ「霽」。ゼロ

という意味になった「零」。他にも「幽

霊」や「地震」「霹靂」等、雨かんむりに

まつわる字や言葉を様々なエピソードで解

き明かす漢字エッセイです。こんな漢字が

あったのかと、誰かに話したくなるような

天気と漢字の昔々のお話達です。 

『dele』 

本多孝好/著 KADOKAWA 

自分が死んでしまったあとに、パソコンやス

マートフォンのデジタルデータを削除して欲し

いと思ったことはありませんか？ 

この本の主人公が働いている「dele.LIFE」

では、依頼人が亡くなったあと、遺されたデジ

タルデータを削除してくれます。 

データを消したいという気持ちは同じです

が、依頼人一人一人に様々な理由があり．．． 

連作短編集となっていて、どのお話も温かみ

があり面白いですが、とくに「ドールズドリー

ム」というお話がおすすめです。 

草思社 HP より画像引用 

KADOKAWA HP より画像引用 

 

 


